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会議名称 開催日時 開催場所

会議内容

■開会

　司会進行：下条委員長

■各議題説明

　大誠建築設計事務所より、別紙資料に基づき各議題について説明を行った。

　委員からの質疑、及び回答は以下のとおり。

■会議内容

1　コンセプト 　※質疑なし

2　敷地の条件について 　※質疑なし

3　教室について

意見１ 回答１、3、4

教室間の間仕切が移動式で2教室をつなげて使うことは可能か。 机の並びや教室のプランについては、意見

また間仕切り無しのオープンスペースや、ランドセルロッカーは可動 を踏まえ今後検討していく。

式であったり、パーテーションを都度変えられるプラン例はないのか。

意見２ 回答２

教室等の大きさについて、コマ数を基本として設計を展開していく 教室の内容と規模については、意見を聞き

のか。 ながら今後進めていく。

意見３

多目的室は２～３クラスや学年ごとに集まるには手狭と感じる。

意見４

職員室は特別支援学級の職員を含めて使い、合わせた広さにできると

いいと思う。また特別支援学級の介助員との打合せルームが別で必要

である。

意見５ 回答５

諸元表のなかで、コンセプトの具現化がどれなのか、相関性のある 今後配置計画をしていくなかで、検討し

説明がほしい。 説明していく。

意見６ 回答６

多目的室が放課後子ども教室としても対応しているが、学校機能がメ 放課後子ども教室にも使えるよう一定の

インではないのか。 規模を提示した。詳細については今後検

討していく。

議題

１　コンセプト
２　敷地の条件について
３　教室について
４　施設について（今後想定される施設）
５　仮校舎の整備について

会議要録
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　東大和市立第七小学校･第九小学校
　統合検討会議

　2023年1月31日
　15時30分～16時30分

　東大和市立第九小学校　図書室

出席者

（委　員）下条委員、小須田委員、岩井委員、藤井委員、中村委員、三田委員、石井委員、相澤委員、
　　　　　半田委員、千葉委員、吉田(真)委員、別所委員、蓑田委員、内野(孝)委員
（事務局）小俣教育部長、小野教育部参事（教育指導課長事務取扱）、斎藤教育総務課長、
　　　　　菅野指導担当課長、中橋教育施設担当課長、石川青少年課長、遠藤公共施設等ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ課長
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4　施設について

意見１ 回答１

世田谷区では、校内に放課後子ども教室が独立してあった。今回独立 運用方法は今後考えていく。

させるのはどうか。

5　仮校舎の整備について

意見１ 回答１

工事中の工事車両が登下校時、通学路にどう影響するか。予測で工事 原則登下校に影響のないように計画をして

車両の通行する時間と経路、車両計画を出してほしい。 いきたいと考えている。

意見２ 回答２

七小に計画する場合、メリットとして通学距離が変わらないとあるが、 仮校舎の使用は七小の子供たちだけで、

九小の子供たちの通学路が変わるのではないか。 九小はそのままの使用となるため、通学

路は変わらない。

意見３ 回答３

九小に計画した場合、七小の子供たちの学童はどうなるのか。 七小は第七学童クラブに通っていただくと

考えている。九小は引き続き第九学童クラ

ブを利用する。

6　その他

意見１ 回答１

現在避難場所が九小となっているが、七小完成後はどうなるのか。 避難場所の設定は、所管部署を交え今後

検討していく。

意見２ 回答２

防災機能はどのようなものを目標としているか。 体育館を避難所として想定している。新し

い建物では、避難生活が長く続く事にも留

意して、現在の避難所の機能として求めら

れる水準について検討したい。

意見３ 回答３

川の氾濫や雨水抑制に対してどう考えているのか。 浸水に対しての情報を整理し、浸水に対し

ての防御や雨水抑制方法を検討し計画して

いく。

意見４ 回答４

なぜ計画が七小になり、九小が廃校となったのか。 令和２年７月に策定するうえで、九小は今

　　後各学年１クラスになってしまう想定があり、

　　七小に統廃合とした。また七小の方が児童数

　　が多かったため、場所を七小としている。現

　　在は七小と九小の統合について検討するとし

　　ている。「廃」は使っていません。

意見5 回答5

放課後子ども教室と学童は違うため、子どもがけがした時等の対応が 今年度から教育部青少年課が学童について

分かれるため、今後は一緒にやっていけないか。 も見ていくため、共用できるもの、できな

いものを子供たちや学校を中心に意見を聞

きながら進めていきたい。

意見6 回答6

通学路の安全性について、七小の登下校時の見守りはどうしているか。 七小の子供たちが九小に通う際は、見守

り方法を考えていかなければならない。

意見７

子どもたちの声をどこかで取り入れていく過程を検討いただきたい。

■事務連絡

　　次回は3月実施を予定している。改めて通知をする。(市・斎藤)

■閉会

会議要録
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